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園圃町勉餓

日
南
町
及
び
日

野
川
流
域
は
林
野

率
が
９０
％
を
占
め

る
林
業
地
域
。
日

南
町
の
人
工
造
林

面
積
は
１
万
８
０

０
０
紗

（流
域
４

万
６
０
０
０
諺
）
、

年
間
生
長
量
１６
万
立
方
研

（同
３８
万
立
方
肘
）
、
蓄
積

量
５
０
０
万
立
方
席

（同
１

２
０
０
万
立
方
肘
）
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
日
南
町
木
材

生
産
組
合

（現

・
田
南
町
木

材
生
産
事
業
協
同
組
合
）
が

設
立
し
た
２
０
０
７
年
ご
ろ

の
針
業
樹
年
間
生
産
量
は
国

南
町
３
万
２
０
０
０
立
方
肝

（
同
５
万
１
０
０
０
立
方

席
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
日
南
町
で
は

丸
大
生
産
量
の
増
加
な
ど
、

基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
新
興

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
広
い
意
味
で
町
づ
く
り

の
推
進

・
環
境
の
保
全
活
動

〓
経
済
活
動
の
活
性
化
、
職

能
開
発
と
展
用
拡
充
の
支
援

な
ど
を
目
的
に
５
月
、
旧
日

南
町
林
業
防
衛
晋
は
Ｎ
Ｐ
①

法
人
の
立
ち
上
げ
を
決
議
。

「Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
オ
レ
ス
ト

ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」
の

創
立
総
会
を
開
催
し
た

（設

立
認
可
は
１０
月
１
日
）
。

理
事
長
は
矢
田
治
美
氏

（前
日
南
町
町
長
）
、
副
理

事
長
は
狩
野
宏
氏

（前
日
南

町
副
町
長
）
で
、
同
地
域
の

旧
日
南
町
林
業
協
会
、
日
南

町
森
林
組
合
、
日
南
町
木
材

生
産
事
業
協
同
組
合
、
日
南

町
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
協

議
会
の
４
団
体
は
か
、
詰
団

体
に
か
か
わ
る
形
で
事
業
を

展
開
す
る
。

事
業
計
画
で
は
、

「森
林

・
林
業

・
木
材
産
業
の
活
性

化
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し

て
、
▽
林
業
後
継
者
の
新
規

雇
用
に
対
し
て
労
災

・
雇
用

保
険
へ
の
助

成
▽
資
格
研

修
等
へ
の
助

成
。
い
ず
れ

も

３

カ

年

間
。

（４５
歳

未
満
）
▽
拡

大
造
林

・
再

造
林
へ
の
助

成
▽
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
研
究

・
開
発
に
対

す
る
支
援
な

ど
、
各
事
業

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

「Ｎ
Ｐ
Ｏ

本
来
の
姿
で

環
境
モ
デ
ル
地
域
、
自
分
た

ち
で
住
み
や
す
い
地
域
を
造

ろ
う
と
い
う
も
の
。
こ
の
事

業
に
基
づ
い
て
、
様
々
な
地

域
の
仕
事
を
行
う
。
理
念
が

同
じ
な
ら
方
向
性
が
統

一
さ

れ
て
、
具
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
。
旧
日
南
町

林
業
協
会
は
、
林
業
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
た
が
、
フ
オ

レ
ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
ジ
ヤ
パ

ン
で
は
製
材
や
建
築

・
建
設

関
係
者
等
も
含
む
。
名
称
ど

お
り
当
地
域
に
と
ど
ま
ら

ず
、
世
界
に
目
を
向
け
て
動

き
た
い
」

（入
澤
宏
理
事
＝

日
南
町
森
林
組
合
代
表
理
事

組
合
長
）
と
話
し
た
。

な
お
、
同
地
域
の
本
質
バ

一一！　地野鞠ゆ車ウ”県能兜蔵毅弛卸抑晦鴻工取

！　
　
て
、
こ
の
夏
に
叫
ク
ト
事
業

「地
域
材
利
用
の

ハ
ー
ベ
ス
タ
４
一
拡
大
」
に
取
り
組
む
。
杉
や

！！的力，ウ”つ”̈囃」「の抑貯時中帥帥」「発「圧でお

豹隊蹴 ミツ
自分たちで住みやすい地域を造る

イ
オ
マ
ス
の
事
業
化
で
は
、

山
林
か
ら
皆
伐

・
間
伐
に
よ

っ
て
発
生
す
る
林
地
残
材
の

搬
出
、
チ
ツ
プ
化
等
に
よ
る

燃
料
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
と
転
換

す
る
実
証
実
験
に
着
手
す

る
。
杉
Ｌ
Ｖ
Ｌ
製
造
の
オ
ロ

チ
で
は
、
木
質
ボ
イ
ラ
ー
で

工
場
か
ら
出
る
木
屑
な
ど
を

燃
や
し
て
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
工
場
内
で
活
用
し
て
い

る
が
、
今
後
は
林
地
残
材
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。
搬
出

コ
ス
ト
な
ど
の
実
証
実
験
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
の
検
証
を
行
っ
て

い
く
。

出
材
増
の
体
制
整
備

地
元
材
の
集
散
基
地
で
あ

る

「
日
野
川
の
森
林

（
も

り
）
木
材
団
地
」
の
オ
ロ
チ

は
じ
め
米
子
木
材
市
場
生
山

支
店

（原
本
市
場
）
や
山
陰

丸
和
林
業
生
山
事
業
所

（チ

ッ
プ
エ
場
）
に
出
材
し
て
い

る
日
南
町
木
材
生
産
事
業
協

同
組
合
で
は
、
緑
の
産
業
再

”
／
　
首
都
圏
で
暮
ら
す
３０
～

一
４０
代
が
対
象
に
な
る
。
６
局

一
に
は
団
塊
世
代
が
対
象
の

＝
「と
っ
と
り
の
美
と
技
」
、

一
１０
月
の

「鳥
の
本
の
葉
」
は

，
子
供
向
け
を
対
象
に
商
品
開

一
発
を
行
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
２
次
開
発
で
は
今

年
度
か
ら
工
務
店
と
連
携

し
、
県
産
材
の
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス

「杉
材
ま
る
こ
と
鳥
取
の

暮
ら
し
」
を
検
討
す
る
。

床
、
壁
、
家
具
や
照
明
、
コ

ッ
プ
に
至
る
ま
で
県
産
杉
材

を
使
用
す
る
。
モ
デ
ル
ハ
ウ

ス
の
展
示
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
な
ど
、
検
証
を
行
い
、

２
０
１
１
年
度
に
全
国
販
売

を
計
画
し
て
い
る
。
１１
年
度

の
３
次
開
発
で
は
、
杉
の
曲

木
家
具
を
開
発
し
、
製
品
化

を
図
る
。

「
日
本
の
製
造
業
は
低
迷

し
、　
一
企
業
で
新
た
な
事
業

展
開
は
難
し
く
な

っ
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
を
通
し
て
企

業
の
活
性
化
を
目
指
す
。
個

々
の
高
い
技
術
力
を
生
か

し
、
製
作
か
ら
販
売
ま
で
グ

ル
ー
プ
で
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
だ
。
ト
ー
タ
ル
で
鳥
取

の
木
を
使
い
、
モ
デ
ル
住
宅

で
は
県
外
か
ら
も
見
学
に
来

て
も
ら
い
、
鳥
取
の
大
工
が

県
外
で
も
家
を
建
て
る
よ
う

な
活
動
を
目
標
に
置
い
て
い

る
」

（自
岡
彪
プ
ロ
デ
ユ
ー

サ
ー
）
。

足
に
よ
り
、
林
業
経
営
の
存

続
は
困
難
で
あ
り
、
育
林
管

理
の
徹
底
や
コ
ス
ト
削
減
を

図
り
、
従
来
の
皆
伐
か
ら
長

伐
期
施
業
へ
移
行
す
る
方
針

だ
。
環
境
や
景
観
な
ど
を
考

慮
し
て
針
葉
樹
だ
け
で
な

く
、
広
葉
樹
も
積
極
的
に
植

栽
す
る
。
ま
た
、
金
物
工
法

（Ｈ
Ｓ
Ｓ
）
の
提
案
を
図
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
３
肝
注

角
に
加
え
、
年
明
け
か
ら
土

台
、
梁
、
桁
等
の
構
造
材
の

生
産
を
本
格
的
に
開
始
し
た

杉
Ｌ
Ｖ
Ｌ
製
造
の
オ
ロ
チ
も

同
森
林
組
合
の
森
林
認
証
取

得
に
合
わ
せ
、
Ｐ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｃ
の
取
得
準
備
を
進
め
て

い
る
。

木
市
場
向
け
約
３
万
２
０
〇
一
ン
に
な
っ
て
い
る
。
各
施
設

０
立
方
肝
、
チ
ツ
プ
エ
場
向
一
で
検
証
し
て
も
ら
い
、
ア
ン

け
林
地
残
材
約
２
万
立
方
財
”
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
改
良

の
計
約
７
万
５
０
０
０
立
方
”
を
重
ね
て
製
品
化
を
図
る
。

Ｗ
。
今
回
の
高
性
能
林
業
機
”
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
、
各
地

研
を
組
合
企
業
に
貸
し
出
一
の
展
示
会
に
参
加
し
Ｐ
Ｒ
。

し
、
生
産
増
を
図
り
、
２
～
一
今
年
度
中
に
全
国
販
売
を
開

３
年
後
の
計
画
数
量
は
約
１０
市
始
す
る
。

万
立
方
げ

（杉
Ｌ
Ｖ
Ｌ
工
場
■
―
…
・…
…
…
…
…
…
…
…
卜…
！

向
け
５
万
立
方
研
、
市
場
向
　
１７
諺
ｏ
畜
積
量
は
９
万
１
０

け
５
万
立
方
席
）
と
な
っ
て
　
０
０
立
方
席
と
な

っ
て
い

い
る
。
４
～
５
年
先
に
は
チ
　
る
。

ッ
プ
や
バ
イ
オ
マ
ス
向
け
の
　
　
た
だ
、
天
然
林
は
原
生
的

林
地
残
材
を
合
め
て
２０
万
立
　
な
林
相
で
は
な
く
、
薪
炭
林

方
席
を
目
標
に
置
い
て
い
　
が
大
半
を
占
め
、
ほ
と
ん
ど

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
森
林
に

一
度
は
手
が
入
っ

ま
た
、
３
月
に
日
南
町
森
　
て
い
る
状
況
。
広
葉
樹
の
保

林
組
合
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
　
存
と
と
も
に

一
部
、
住
民
と

を
取
得
し
た
。

「Ｆ
Ｓ
Ｃ
は
　
の
触
れ
合
い
の
場
を
整
備
す

世
界
基
準
で
あ
り
、
国
産
材
　
る
予
定
。

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
を
　
　
認
証
対
象
林
の
間
伐
は
５０

迎
え
て
、
将
来
的
な
取
り
組
　
諺

（２
０
１
０
～
１４
年
）
、

み
を
考
え
た
」

（入
澤
組
合
　
伐
採
量
は
１
５
７
０
立
方
耐

長
）
。
人
工
林
は
全
体
の
９
　

（１０
～
１１
年
）
、
１
６
０
０

％
に
当
た
る
１
６
５
７

・
６５
　
立
方
研

（１２
～
‐４
年
）
を
計

惨
。
蓄
積
量
は
５‐
万
７
４
０
　
画
し
て
い
る
。

Ｏ
立
方
肘
。
天
然
林
は
全
体
　
　
近
年
の
本
材
価
格
の
下

の
８
％
に
当
た
る
９
４
３

・

落
、
高
齢
化
に
よ
る
労
働
不


